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各
かく
地
ち
の神
じん
社
じゃ

　わたしたちの町、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

に開
かい

たくの

ために人が住
す

みつくようになったのは、

今から 100 年ほど前です。開
かい

たくの苦
く

労
ろう

はたいへんなものでしたが、人
ひと

々
びと

は森を切り開
ひら

き、畑
はたけ

をつくっていきまし

た。そして中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の各
かく

地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

は、神
じん

社
じゃ

をつくりました。地
ち

域
いき

の安
あん

全
ぜん

や

作
さく

物
もつ

の収
しゅう

穫
かく

への祈
いの

り、感
かん

謝
しゃ

のために神
じん

社
じゃ

祭
さい

がおこなわれるようになりました。

そして人
ひと

々
びと

の生
せいかつ

活に深
ふか

く根
ね

ざしていきました。その神
じん

社
じゃ

祭
さい

は、形を変
か

えなが

ら現
げん

在
ざい

もいくつかの神
じん

社
じゃ

で続
つづ

いています。長い歴
れき

史
し

のある地
ち

域
いき

の行
ぎょう

事
じ

です。

さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

には、どん
な神

じんじゃ
社があるのだろう。

？

まちの人たちが受
う

けつぐ行
ぎょう

事
じ

1

↑中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

↑上
かみ

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

↑計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

↑武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

↑（開
かい

陽
よう

）八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

↑東
ひがし

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

↑養
よう

老
ろう

牛
うし

神
じん

社
じゃ

↑中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

例
れいたいさい

大祭

↑計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

祭
さい

↑俣
また

落
おち

拓
たく

北
ほく

神
じん

社
じゃ

↑西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

↑上
かみ

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でも、神
じん

社
じゃ

祭
さい

はおこなわれている
のだろうか。

？
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　それぞれの神
じん

社
じゃ

には「宮
ぐう

司
じ

」や「氏
うじ

子
こ

総
そう

代
だい

」の方がいます。それらの人にお話

をうかがってみましょう。神
じん

社
じゃ

や神
じん

社
じゃ

祭
さい

のことをはじめとして、中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の人
ひと

々
びと

の昔
むかし

のくらしのようすがわかります。

神
じん

社
じゃ

名
めい

できた年 神
じん

社
じゃ

祭
さい

中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

１９１３（大
たい

正
しょう

２）年 ７月例
れい

大
たい

祭
さい

計
け

根
ね

別
べつ

神
じん

社
じゃ

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年 ９月

上
かみ

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

１９２０（大
たい

正
しょう

９）年 ９月

武
む

佐
さ

神
じん

社
じゃ

１９１４（大
たい

正
しょう

３）年 ９月

（開
かい

陽
よう

）八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

１９２４（大
たい

正
しょう

13）年 ９月

俣
また

落
おち

拓
たく

北
ほく

神
じん

社
じゃ

 １９１９（大
たい

正
しょう

８）年 ６月

東
ひがし

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年 ６月

西
にし

竹
たけ

神
じん

社
じゃ

１９４０（昭
しょう

和
わ

15）年 ６月

養
よう

老
ろう

牛
うし

神
じん

社
じゃ

１９２９（昭
しょう

和
わ

4）年 ６月

上
かみ

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

１９７５（昭
しょう

和
わ

50）年 ６月

※ このほかにも中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

内
ない

には神
じん

社
じゃ

があります。俵
たわら

橋
ばし

地
ち

区
く

には、

「共
きょう

成
せい

神
じん

社
じゃ

」がありましたが中
なか

標
しべ

津
つ

神
じん

社
じゃ

に合
ごう

祀
し

され、いっしょ

になりました。

各
かく

神
じん

社
じゃ

のできた年と神
じん

社
じゃ

祭
さい

の時
じ

期
き

　神
じん

社
じゃ

や神
じん

社
じゃ

祭
さい

のこと
について調

しら
べてみよう。

？
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

でも続
つづ

けら
れている行

ぎょう
事
じ

には、ど
んなものがあるだろう
か。

？

↑なかしべつ夏祭
まつ

り（8 月）

↑なかしべつ冬まつり（2 月） ↑じゃがいも伯
はく

爵
しゃく

まつり（9 月）

中
なか
標
しべ
津
つ
町
ちょう
の年
ねん
中
ちゅう
行
ぎょう
事
じ

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

では、神
じん

社
じゃ

祭
さい

のほかにも、お

祭
まつ

りやもよおし物
もの

が毎
まいとし

年おこなわれてい

ます。それらの行
ぎょう

事
じ

もこの地
ち

域
いき

の特
とく

色
しょく

や

産
さん

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

を人
ひと

々
びと

が喜
よろこ

び合う場となって

います。「なかしべつ夏祭
まつ

り」のように

50 年以
い

上
じょう

続
つづ

いているお祭
まつ

りもあります。
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昔
むかし
の道
どう
具
ぐ
とくらし

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

の昔
むかし

のくらしのようすや昔
むかし

使
つか

っていた道
どう

具
ぐ

を調
しら

べるのには、郷
きょう

土
ど

館
かん

に行く方
ほうほう

法もあります。郷
きょう

土
ど

館
かん

では、

人
ひと

々
びと

が昔
むかし

使
つか

っていたさまざまな道
どう

具
ぐ

が展
てん

示
じ

されており、昔
むかし

の人
ひと

々
びと

のくらしの

ようすを調
しら

べることができます。中
なか

標
しべ

津
つ

の地に開
かい

たくに入った人
ひと

々
びと

は、はじ

めは畑
はたさく

作をおこないました。しかし、気
き

温
おん

が上がらず冷
れい

害
がい

が続
つづ

いたため、だ

んだんと牛を飼
か

う酪
らく

農
のう

をするようになりました。郷
きょう

土
ど

館
かん

には、そのころ使
つか

っ

ていた農
のう

業
ぎょう

の道
どう

具
ぐ

も展
てん

示
じ

されています。

　昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

には、どん
なものがあったのだろ
うか。

？

昔
むかし

の道
どう

具
ぐ

とくらし2

↑ヘイレーキ
馬にひかせ、刈

か
った牧

ぼくそう
草を集

あつ
めてよせる機

き
械
かい

↑牛
ぎゅう

乳
にゅう

輸
ゆ

送
そ う

缶
か ん

しぼった牛
ぎゅう

乳
にゅう

を運
は こ

ぶための小
こ

型
が た

タンク。１斗
と

５
升
しょう

入り（約
や く

27ℓ）が主
お も

に使
つ か

われました。

↑プラウ
土を耕

たがや
す農

のう
具
ぐ

↑ズラリと並
なら

べられた別
べっ

所
しょ

式
しき

プラウ
中
なか

標
しべ

津
つ

市
し

街
がい

の別
べっ

所
しょ

鉄
てっ

工
こう

所
しょ

でつくられた「別
べっ

所
しょ

式
しき

プラウ」は、北
ほっ

海
かい

道
どう

庁
ちょう

で優
すぐ

れた農
のう

具
ぐ

の１つに指
し

定
てい

されていました。並
なら

べられたプラウは、満
まん

州
しゅう

開
かい

たくで使
つか

われました。（昭
しょう

和
わ

12 年頃
ころ

撮
さつえい

影）
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

学
がっ
校
こう
のうつりかわり

　中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

には、小
しょう

学
がっ

校
こう

が３校、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

が２校、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

学
がっ

校
こう

が１校、高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

が２校、支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

が１校あります。小
しょう

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

数
すう

は約
やく

1,200 人、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

数
すう

は約 640 人です。今から６０

年以
い

上
じょう

前は、小
しょう

学
がっ

校
こう

の数は 14 校あり、児
じ

童
どう

数
すう

は 2,000 人をこえていました。

郡
ぐん

部
ぶ

の地
ち

域
いき

での児
じ

童
どう

数
すう

がへってきたため、統
とうごう

合や閉
へいこう

校が進
すす

み、現
げん

在
ざい

（2022

（令
れい

和
わ

４）年）の数になっています。

　自
じ

分
ぶん

の学
がっ

校
こう

の歴
れき

史
し

を調
しら

べて、年
ねん

表
ぴょう

などにしてみましょう。

　昔
むかし

の学
がっ

校
こう

のようすは、
どうだったのだろうか。

？

学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

 １９１６（大
たい

正
しょう

５）年
令
れい

和
わ

２年中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

武
む

佐
さ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９１７（大
たい

正
しょう

６）年
平
へいせい

成 29 年 中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

武
む

佐
さ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９4 ７（昭
しょう

和
わ

22）年

1964（昭
しょう

和
わ

39）
年から小

しょう
中
ちゅう

併
へいせつ

設校
こう

となる。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

は
平
へいせい

成 26 年に広
こう

陵
りょう

中
ちゅう

に統
とうごう

合し、閉
へいこう

校

開
かい

陽
よう

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９１８（大
たい

正
しょう

７）年
平
へいせい

成 26 年、 丸
まる

山
やま

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、 
閉
へいこう

校

中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２０（大
たい

正
しょう

９）年

中
なか

標
しべ

津
つ

町
ちょう

内
ない

の小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/tawarabashisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/musasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/musachu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kaiyosho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/nakashibetsusho.jpg
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学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

俣
また

落
おち

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２２（大
たい

正
しょう

11）年
平
へいせい

成 25 年、 丸
まる

山
やま

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

当
とう

幌
ほろ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２５（大
たい

正
しょう

14）年
昭
しょう

和
わ

47 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２７（昭
しょう

和
わ

２）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

上
かみ

標
しべ

津
つ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２８（昭
しょう

和
わ

３）年
昭
しょう

和
わ

51 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

養
よう

老
ろう

牛
うし

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
平
へいせい

成 24 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

豊
とよ

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
昭
しょう

和
わ

53 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

協
きょう

和
わ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９２９（昭
しょう

和
わ

４）年
昭
しょう

和
わ

52 年、 中
なか

標
しべ

津
つ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

若
わか

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９４５（昭
しょう

和
わ

20）年
平
へいせい

成 18 年、 計
け

根
ね

別
べつ

小
しょう

に 統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

（初
しょだい

代）

https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/mataochisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/tohorosho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kenebetsusho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kamishibetsusho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/yoroushisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/toyokasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kyowasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/wakatakesho.jpg
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さぐってみよう昔
むかし

のくらし4

学
がっ

校
こう

名
めい

校
こう

章
しょう

開
かいこう

校 備
び

考
こう

中
なか

標
しべ

津
つ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年

計
け

根
ね

別
べつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９４７（昭
しょう

和
わ

22）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

西
にし

竹
たけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９４９（昭
しょう

和
わ

24）年
平
へいせい

成 27 年、 計
け

根
ね

別
べつ

学
がくえん

園に統
とうごう

合
し、閉

へいこう
校

第
だい

二
に

俣
また

落
おち

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９５３（昭
しょう

和
わ

28）年
昭
しょう

和
わ

47 年、 俣
また

落
おち

小
しょう

に 統
とうごう

合 し、
閉
へいこう

校

中
なか

標
しべ

津
つ

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９６９（昭
しょう

和
わ

44）年

広
こう

陵
りょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１９７８（昭
しょう

和
わ

53）年

丸
まる

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

１９８２（昭
しょう

和
わ

57）年

計
け

根
ね

別
べつ

学
がく

園
えん

２０１５（平
へ い せ い

成 27）年

※ 俵
たわら

橋
ばし

、武
む さ

佐、開
かい

陽
よう

、俣
また

落
おち

、当
とう

幌
ほろ

、上
かみ

標
しべ

津
つ

、養
よう

老
ろう

牛
うし

、西
にし

竹
たけ

の学
がっ

校
こう

は、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

も併
へい

設
せつ

され、
「小

しょう
中
ちゅう

学
がっ

校
こう

」だった時
じ

期
き

がありました。

（初
しょだい

代）
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https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/dai2mataochisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/higashisho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/koryochu.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/maruyamasho.jpg
https://www.nakashibetsu.jp/file/contents/5466/43540/kenebetsugakuen.jpg
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↑令
れい

和
わ

2 年 3 月で閉
へいこう

校となった俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

↑俵
たわら

橋
ばし

小
しょう

学
がっ

校
こう

閉
へいこう

校の碑
ひ
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